
福祉部健康課

自己
評価

評価内容 方向性 内容

19ー1 健康づくり推進事業 Ｃ

・民間企業の協力を得てインセンティブによる
健康づくりの推進ができた。
・健康マイレージの申請者は高齢者が多く固
定化しており、若い世代の参加など新規利
用者を拡大するために新たなツールが必要で
ある。
・女性や若者に対する自殺対策を行うことが
できたが、若年層や女性の自殺者数は横ば
い、40代の働き盛りは増加した。

改善
推進

・若年層の参加を促すために愛知県が実施
するアプリ「あいち健康プラス」の導入を検討
する。
・エントリーシートの改訂や加算ポイントの新
設、小中学生を対象とした「キッズマイレー
ジ」を開始する。
・こころの保健室の時間の拡大やＷＥＢ相
談など、利用しやすい相談窓口に拡充す
る。
・学校教育課と協働してR5から小中学校の
教職員を対象にゲートキーパー養成講座を
実施する。

19ー2
がん検診等推進事
業

Ｃ

・肺がん検診は、自己負担金の無料化や特
定健診との同時受診の勧奨により、目標を
達成した。
・乳がん検診は、個別勧奨の内容を工夫し
たことにより、受診率が向上した。
・国保特定健診や協会けんぽ愛知支部と連
携し、対象者へがん検診案内を送付するとと
もに、国保特定健診や協会けんぽとの合同
検診を実施したことにより受診促進につな
がった。
・５大がん（肺・大腸・胃・乳・子宮頸）検
診の個別勧奨を実施したことにより受診促進
につながった。

改善
推進

・胃がん検診において、検診希望者の状況
に応じた方法が選択できるよう、新たに胃内
視鏡検査を導入する。
・がん検診の受診勧奨について、ナッジ理論
等を用いるなど、内容を工夫する。

19ー3
後期高齢者医療健
診事業 Ｃ

新型コロナウイルス感染症による受診控えに
対応するため、健診期間を約1か月延⾧して
実施し、被保険者の受診機会の確保に努め
た。
健康診査受診率は目標値には届かなかった
ものの前年度比1.68％増加し、県内2位と
なり、疾病の早期発見・早期治療による医
療費の適正化に寄与することができた。

改善
推進

健診未受診者に通知等による受診勧奨を
引き続き行うとともに、半田市医師会と連携
し、通院者へ健康診査の受診勧奨をしても
らうなど更なる周知を行うことで、より多くの被
保険者に疾病の早期発見、早期治療を促
し、医療費の適正化を目指す。

19ー4
高齢者保健・介護予
防一体的実施事業 Ｃ

・健康状態不明者への訪問等では、健康状
態や生活状況を把握し、支援が必要と思わ
れるケースを医療・介護などにつなぐことができ
た。
・高齢者を対象にフレイル予防に関する健康
教育を実施することで、セルフケアを促すこと
ができ、介護予防と健康づくりにつながった。
今後もフレイル予防のため、地域の通いの場
などでの健康教育を実施していく。

改善
推進

・健康状態不明者への訪問等の支援を継
続し、健康状態の把握と必要な支援につな
げ、重症化予防を図る。
・高齢者が集まる地域の通いの場等で医療
専門職によるフレイル予防に関する健康教
育を実施し、高齢者の健康増進と介護予
防を推進する。
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19ー5 保健衛生普及事業 Ｃ

・ピロリ菌検査費用の一部助成を行い、ピロ
リ菌検査と陽性者の除菌治療を促すことで、
目標には届かなかったものの前年度比0.2％
増加し、将来の胃潰瘍や十二指腸潰瘍等
の重症化の予防に努めた。
・歯周病検診においては、国保被保険者分
を負担し、歯周病の予防・早期発見に努め
た。

改善
推進

・ピロリ菌検査実施率及び歯周病検診受診
率については、引き続き再勧奨を実施する
など向上に努める。
・半田市医師会や知多薬剤師会と連携し、
CKDシールによる慢性腎臓病（CKD）予
防を図る。腎機能低下者のおくすり手帳に
CKDシールを貼付し、腎機能に合わせた薬
の処方や生活指導による重症化予防を進
める。

19ー6
特定健康診査等事
業 Ｃ

・未受診者への受診勧奨（ハガキ、封書に
よる勧奨、がん検診との合同健診等）を実
施し、特定健康診査の受診率向上を目指
した。
・新型コロナウイルス感染症による受診控え
に対応するため、健診期間を約1か月延⾧し
て実施し、被保険者の受診機会の確保に努
めた。
・特定保健指導利用率は、積極的な訪問
や面談を実施したことで、目標値には届かな
かったものの前年度比6.1％増加し、被保険
者の生活習慣改善につなげることができた。

改善
推進

・特定健康診査受診率及び特定保健指導
利用率の向上につながるよう講座やイベント
の時期や内容について工夫する。
・第3期データヘルス計画の策定を通じて、
最新の健康・医療情報の分析結果から、よ
り効果的・効率的な保健事業を目指す。

19ー7
認知症総合支援事
業 Ｃ

・新型コロナウイルス拡大により地域での講座
開催などに影響もあったが、認知症地域支
援推進員の増員もあり取組を活発化させる
ことができた。今後も地域における活動を広
げていく必要がある。
・初期集中支援チームは、ケアマネジャーや
包括支援センター等に相談ケースについてア
ンケート調査を実施した。また、専門職同士
の意見交換や助言を行った。

改善
推進

・認知症への啓発を引き続き図るとともに、
地域の居場所づくりとなるよう認知症カフェと
の連携強化や地域全体が認知症に対する
関心が高まるような企画を立案し、支援の
ネットワークを広げていく。
・地域でできる認知症支援に取り組み、認
知症になっても安心して暮らすことができる体
制づくりを推進する。

19ー8
在宅医療・介護連携
推進事業 Ｃ

・利用促進のためにサポートセンターが在宅
療養に関する身近な相談窓口であることを
周知する。
・専従看護師がつなぎ役となり、在宅医療や
介護の多職種連携を推進できた。
・在宅医療と介護の相互理解のため、研修
会や検討の場を定期的に開催できた。
・もしもの時の過ごし方を自ら考えて家族など
身近な人と共有するアドバンスケアプランニン
グをさらに普及する。

改善
推進

・高齢者に限らず若年がん末期患者など幅
広い年代の在宅療養の相談に応じる。
・定期の相談日を設けて市民がより相談し
やすい環境を整える。
・市民の個別相談に対応しながら在宅医療
や介護の課題を把握する一方、在宅ケア推
進地域連絡協議会等にて課題を共有し多
職種や関係機関でその対策を検討する。



自己
評価

評価内容 方向性 内容
整理№ 主要事業名

事業の評価・課題 今後の事業の方向性

課等⾧ １次評価（令和４年度の総括評価）
　「健康づくり推進事業」は、参加者数は７割程度と新型コロナウイルス感染拡大の影響も一部あるが、事業の実施については手
段や方法を工夫し、コロナ禍以前の状況に戻すことができた。
　「がん検診等推進事業」では、肺がん検診の受診率の目標を達成した。主な要因は、令和3年度に自己負担金を無料化した
ことや特定健診との同時受診の勧奨によるものと考えられる。引き続き、がん検診の受診率向上に努めていく。
　「国保・後期高齢者の特定健診」の受診率及び特定保健指導利用率は、目標値には届かなかったものの、県内でも高い水準
を維持することができた。第3期データヘルス計画の策定を見据えて、事業の拡充に取り組む。
　令和4年度に開始した「高齢者保健・介護予防一体的実施事業」は、これまで実施されてこなかった後期高齢者に対するきめ
細かい保健事業の構築を目指し、訪問や健康教育を実施することができた。今後はより効率的、効果的な運用を検討する。

Ｃ

部等⾧ ２次評価（令和４年度の総括評価並びに今後の方針及び指示事項）
令和４年度は、どの事業もおおむねコロナ禍以前の状況や水準に戻ることができた。
令和５年度は、第3期データヘルス計画の策定にあたり、健康・医療情報を分析し、保健事業として効果が期待できるターゲット
を明確にし、ＰＤＣＡサイクルに沿った効果的、効率的な保健事業を目指すこと。
引き続き、若年から高齢者までの心身にわたる健康づくりを専門職の強みを生かしつつ、一体的、総合的に科学的なデータに基づ
いて推進し、市⾧公約にもある健康寿命の延伸に向けて「健康づくり推進事業」や　「がん検診等推進事業」など各種事業のさら
なる充実を目指すこと。

Ｃ


